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写真で振り返る 小須戸地区文化祭２０１8   

　今年も手づくり感満載の小須戸地区文化祭が盛大に開催され
ました。第 44 回市民展 (11/3-4)、第 34 回芸能祭 (11/11) は、
小須戸まちづくりセンターを会場に市民展770人、芸能祭510人
の方々からお越しいただきました。市民展は28団体、４個人か
ら216作品が展示されました。なかでも、初めての「こすど蒼丘の
里」利用者や３年ぶりの「新津南高校美術部・書道部」の出品
など、どれもが個性あふれる素晴らしい作品が勢揃いしました。
芸能祭は20団体の皆さんが26の演目を披露しました。なかでも、
初めて出演した「新津南高校書道部の書道パフォーマンス」「小
須戸甚句子供会の唄と踊り」「フラサークルピカケのフラダンス」
など、どの演目も若さと躍動、ひた向きさと円熟で観客を魅了
しました。この文化祭は伝統的に会場設営から当日の運営、後
片付けまで出品・出演団体、個人が手づくりで行っています。
来場された皆様、出品・出演された皆様、大変ありがとうござ
いました。これからも活動や稽古に精進され、来年も素晴らし
い作品や演技を見せてください。当日の様子を写真で振り返っ
てみました。

▲ ２Ｆ 展示コーナー

▲ ２Ｆ   お  茶  席▲新津南高校書道部 ▲フラサークルピカケ

▲小須戸クラシックギタークラブ ▲フィナーレ「小須戸甚句」

▼ ３Ｆ   展示コーナー

▲ １Ｆ 
展示コーナーとハーブ喫茶

▲

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

「
小
須
戸
音
頭
」

▲

小
須
戸
甚
句
子
供
会

  

（
小
須
戸
小
児
童
）

▲

小
須
戸
保
育
園

▲

コ
ー
ル
あ
じ
さ
い

▲

寿 

之 

会　

▲

サ
ー
ク
ル
ひ
ま
わ
り

　

月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で

来
年
早
々
、
還
暦
を
迎
え
る
私
で

す
。
中
学
時
代
に
父
親
を
亡
く
し

家
族
や
親
族
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

今
日
に
至
り
ま
す
。
今
年
は
そ
の

方
々
も
高
齢
に
な
り
次
々
と
他
界

さ
れ
大
変
寂
し
い
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

「
花
と
緑
の
小
須
戸
町
」と
謳
わ

れ
た
頃
よ
り
こ
の
地
に
住
ま
せ
て

い
た
だ
き
、
心
暖
か
な
隣
人
に
も

恵
ま
れ
て
地
域
の
子
供
会
活
動
に

　

10
月
27
日

（土）
、
小
雨
が
降
る
中
、
小

須
戸
、
山
の
手
両
コ
ミ
協
主
催
の
「
知

学
（
地
学
）
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

総
勢
17
名
の
参
加
者
が
小
須
戸
武
道

館
を
出
発
し
、
今
回
の
健
康
ウ
ォ
ー
ク

の
た
め
に
作
っ
た
マ
ッ
プ
を
手
に
行
程

約
６
キ
ロ
を
３
時
間
か
け
て
歩
き
ま
し

た
。

　

馬
頭
観
音
、
長
海
寺
、
茂
林
寺
、
鵜

出
古
木
願
王
尊
、
う
ら
ら
こ
す
ど
で
休

憩
・
買
物
タ
イ
ム
で
産
地
大
感
謝
祭
を

の
ぞ
き
、
竜
玄
・
古
峯
様
、
青
面
金
剛

像
、
新
保
・
正
福
寺
、
神
保
神
社
、
地

蔵
大
菩
薩
を
巡
っ
て
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
近
く
に
住
ん
で
い

て
祠
が
あ
る
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
」

「
昔
の
人
は
地
蔵
様
や
石
仏
に
供
養
・
天

候
・
健
康
長
寿
な
ど
の
祈
り
や
信
仰
心

を
こ
め
て
大
切
に
し
て
き
た
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
、
次
回
へ
の
企
画
に
期
待

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

主
管
し
た
小
須
戸
地
区
ス
ポ
ー
ツ
振

興
会
で
は
、
今
後
も
知
学
（
地
学
）
と

健
康
を
テ
ー
マ
に
事

業
を
企
画
す
る
予
定

な
の
で
多
く
の
皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

始
ま
り
今
で
は
年
一
回
の
夫
婦
連

れ
で
の
旅
行
や
定
期
的
な
食
事
会

を
し
な
が
ら
余
暇
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
は
心
優
し
き
人
を

も
育
む
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
様
な
地
元
に
か
か
わ
り
合
い
を

持
ち
な
が
ら
、
も
う
数
年
マ
イ
ペ

ー
ス
で
働
き
健
康
に
留
意
し
て
、

家
族
仲
良
く
こ
の
地
で
生
活
し
た

い
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

「
私
の
想
い
」

木村 幸江 さん

(矢代田)

う
た

ほ
こ
ら

　11月３日（土）に市民展の関連行事とし

て、「第13回囲碁・将棋大会」が小須戸ま

ちづくりセンター２階の和室で開催され

ました。

　当日は晴天の中、

部屋の中では盤上

の熱い戦いが繰り

広げられました。

　結果は次のとお

りです。

☆囲　碁

優　勝　泉田　博泰（中村）

準優勝　蓬莱　　紀（西区山田）

第３位　井上　敬吾（松ヶ丘）

☆将　棋　一般の部

◎Ａクラス

優　勝　斉藤　政勝（五泉市）

準優勝　川瀬　三男（小須戸）

第３位　砂井　正市（小須戸）

◎Ｂクラス

優　勝　林　雪男（西蒲区槇島）

準優勝　森田　一成（小須戸）

第３位　梅津　文男（矢代田）

ほうらい

まきじま

おさむ

「どっちが勝ってるかな？」

囲碁・将棋大会の結果囲碁・将棋大会の結果
白熱の対局！
第１３回小須戸地区

王
将

「小須戸地蔵・石仏」編 第１弾マップ長海寺（庵主様）・地蔵様

地
域
の
知
ら
れ
て
い
な
い
お
宝
探
検
！

「
小
須
戸
地
蔵
・
石
仏
」
編　

第
１
弾

若さと躍動 ひた向きさと円熟若さと躍動 ひた向きさと円熟
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文　

芸　

欄

新
米
を
待
ち
に
待
っ
て
る
昨
日
今
日　
　
　

丸

山

紀

子

仏
へ
と
届
く
新
米
ま
だ
温
し　
　
　
　
　
　

間

野

え

り

神
仏
に
先
づ
炊
き
た
て
の
今
年
米　
　
　
　

中

野

太

浪

叔
父
叔
母
へ
銘
菓
を
添
へ
て
今
年
米　
　
　

吉

澤

文

子　
　
　

新
米
を
送
り
て
夜
の
長
電
話　
　
　
　
　
　

風

間

幸

子

縦
横
に
飛
行
機
雲
や
秋
う
ら
ら　

    　
　

吉

田

松

子　

実
柘
榴
や
塵
芥
置
場
の
立
ち
話    　
　
　

熊
倉
ひ
ろ
む

月
仰
ぐ
来
世
も
君
に
逢
ひ
た
し
と　
　
　
　

佐
久
間
久
子　

浅
漬
け
の
間
引
き
大
根
母
の
味　
　
　
　
　

馬

場

綾

子　
　
　
　
　

ほ
っ
こ
り
と
炊
け
て
う
れ
し
や
栗
の
飯　
　

本

多

玲

子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
キ
焼
き
だ
み
ん
な
無
口
で
う
れ
し
そ
う　

増

井

都

留

和
や
か
に
声
か
け
合
っ
た
昭
和
路
地　
　
　

会

田　

修

「
あ
り
が
と
う
」た
っ
た
五
文
字
が
な
ご
ま
せ
る　

浄　
　
　

栄

縁
先
の
紅
葉
に
和
む
老
い
二
人　
　
　
　
　

保

科

志

枝

露
天
の
湯　

星
も
招
い
て
国
訛
り　
　
　
　

能
登
と
し
お

喜
寿
す
ぎ
て
友
の
訃
を
聞
く
儚
さ
よ　
　
　

渡

辺

信

子

紅
葉
の
ま
っ
か
に
そ
め
る
も
み
じ
園　
　
　

奉　

和　

崇

見
つ
め
た
る
古
き
ア
ル
バ
ム
我
は
今

　

遥
け
き
人
と
過
去
に
生
き
居
り　
　

    

久
保
ミ
ネ
子

障
子
戸
を
開
け
れ
ば
緋
色
目
交
い
に

　

紅
葉
ひ
と
夜
に
染
ま
り
い
る
な
り　
　
　

高

橋

キ

ヨ

龍
胆
の
濃
紫
の
美
し
く

　

日
陰
に
干
し
て
花
束
作
る　
　
　
　
　
　

玲　
　
　

泉

何
時
か
ら
か
何
し
に
来
た
か
又
も
ど
り

　

重
ね
し
年
の
今
を
つ
れ
来
る　

  　
　
　

吉
田
ま
つ
え

赤
と
ん
ぼ
小
春
日
和
に
誘
わ
れ
て

　

き
ら
め
く
羽
根
は
命
の
輝
き　
　
　
　
　

こ  

み  

け 
 

〈なごやか〉〈自由吟〉
川  柳短　歌 俳　　　　　句

か

ま
な

は
か
な

も
み
じ

そ

り
ん
ど
う

い

い
ま

く

つ

き

た

め
し

ほ
と
け

じ
ゅ
う
お
う

ぬ
く

こ

と
し

ま
い

ら
い

せ じ
ん 

か
い

ざ
く
ろ

み
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文　

芸　

欄

　
　

題
材
は
自
由
（
お
一
人
一
句
ま
た
は
一
首
）。住
所
、氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー

　

ム
可
）、電
話
番
号
を
明
記
し
、
12
月
25
日（
火
）ま
で
に
小
須
戸
地
区
公

　

民
館
へ
。
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俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集



　小須戸コミ協では、「ひな・町屋めぐり」を今年も実施します。昨年度は
イベント期間中に約800名もの人が地域内外から小須戸を訪れ、ひな祭りイ
ベントを楽しみました。今回は地域のご家庭でしまい込んだままのおひな
さまをお借りして、町屋ギャラリー薩摩屋や、まちづくりセンターに飾り
たいと思っています。今年度のイベントに先立ち、ひな人形を貸していた
だける方を探しています。ご自宅で、もう何年も飾っていないおひなさま
がありましたら、形は問いませんので、ぜひ貸していただけますようお願
いします。お心当たりのある方は、まちづくりセンター（☎25-7069）まで
ご連絡下さい。12月20日（木）〆切

小
須
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

山
の
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

ご家庭で眠っている
ひな人形を貸して下さい

地域の茶の間
「いこてば、こいてば、ふれあい会館」

小須戸地区図書室新刊案内

【一般書】
・ハッピー &ラブリーキルト
                     （松山敦子）
・奥薗流からだ想いのひとりごはん
                     （奥薗壽子）
・野菜のごちそう弁当
                   （坂本ちなみ）
・ポケット詩集 3　　　（田中和雄）
・ファーストラヴ　　　（島本理生）
・ののはな通信　　　（三浦しをん）
・未来　　　　　　　　（湊かなえ）
・最新図解でわかる介護保険のしく
　み　　　　　　　　（服部万里子）
・世界でいちばん素敵な花と草木の
　教室　　　　　　（稲垣栄洋／監）
・慢性便秘症を治す本　　（水上健）
・一生歩ける体になる黒田式ケア・
　ウォーキング　　　（黒田恵美子）

【児童書】　
・世界一おもしろい国旗の本
　　　　　　（ロバート.G.フレッソン）
・おしりたんてい　みはらしそうの
　かいじけん　　　　　　（トロル）

☎
☎

※

初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
、

　

興
味
の
あ
る
方
へ

１
月
・
２
月

ボ
ケ
１
大
会
の
前
に
練
習
で
き
ま
す

☆
日　

時

平
成
31
年
１
月
８
日

（火）
・
22
日

（火）

２
月
12
日

（火）
・
26
日

（火）

午
後
７
時
～
９
時

☆
会　

場　

小
須
戸
体
育
館

☆
対　

象　

小
学
生(

保
護
者
同

伴)

か
ら
一
般
ま
で

☆
持
ち
物　

内
履
き
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
な
ど

 

（
ラ
ケ
ッ
ト
は
お
貸
し
し
ま
す)

※

参
加
費
無
料
、
事
前
申
込
不
要
・

 
 

当
日
直
接
会
場
へ

 
 

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
11
月
８

日
、
新
潟
市
住
み
よ
い
郷
土
推

進
協
議
会
（
住
み
郷
）
秋
葉
区

支
部
主
催
で
「
不
法
投
棄
撲
滅
」

の
啓
発
活
動
と
し
て
、
矢
代
田

地
区
不
法
投
棄
回
収
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

 
 

当
日
は
山
の
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
環
境
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
21
名
で

１
時
間
余
り
の
作
業
で
３
５
０

キ
ロ
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。

主
な
回
収
物
は
タ
イ
ヤ
、
電
子

レ
ン
ジ
、
洗
濯
機
、
ブ
ラ
ウ
ン

管
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど
で
し
た
。

年
々
ゴ
ミ
の
量
は
減
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
心
無
い
人

た
ち
の
不
法
投
棄
で
里
山
が
沢

が
泣
い
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
「
ど
う
し
て
こ
ん

な
所
に
棄
て
る
ん
だ
ろ
う
」
と

い
う
気
持
ち
を
抑
え
な
が
ら
回

収
作
業
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

矢
代
田
地
区
で
は
年
１
回
こ
う

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

早
く
回
収
作
業
を
し
な
く
て
も

い
い
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て

ま
す
。

不
法
投
棄
ゼ
ッ
タ
イ
ダ

不
法
投
棄
ゼ
ッ
タ
イ
ダ
メ×

不
法
投
棄
ゼ
ッ
タ
イ
ダ
メ×

　11月15日（木）地域の茶の間「いこてば、こいてば、ふれあい会館」は、
いつも以上の内容盛り沢山の会になりました。始めに、「『フレイル』対策
とは！」についての講演会がありました。参加者のほとんどが初めて聴い
た言葉、フレイルについて興味深く話を聞いていました。（「フレイル」と
は＝加齢に伴って筋力や心身の活力が低下した状態）
　続いて、新潟医療福祉大学の青木准教授と学生さんを迎えて、学生考案
のレクリエーションを３つのチーム対抗で行いました。限られた時間でし
たが、どのチームからも楽しく笑顔で時には歓声が聴こえました。最後に、
いこてば農園（畑）で収穫した芋を調理したおやつを、学生さんを交えて
みんなで美味しくいただき、
楽しい時間を過ごし
ました。

　お知らせ
　山の手コミ協住民バス社会実験『山の手ふれあい号』のダイヤが12月よ
り変更になり、さらに便利になりました。これからの季節、学校の登下校、
買い物時等々ぜひ利用してみてください。詳しくは山の手コミ通信ふれあ
い号をご覧ください。


